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まずは、考えることです。
自ら疑問をもつことで、ものごとを深く考える良いトレーニングになります。

新聞やテレビ以外にSNSなど、情報は様々なツールで集めることができます。良い言葉
が見つかればメモするなど、記憶にとどめる方法を見つけましょう。

現代では情報が溢れている分、信頼性があるのかを調べる必要があります。
言葉や情報を外へ発信する前には、集めた情報が正しいかを一度考えてみましょう。

実際に使うと、ニュアンスが伝わりにくい場合があるなど、言い換えが必要な言葉も
あります。アウトプットすることで、良い言葉を良いタイミングで使えます。

震え・皮膚の蒼白
判断力低下

震えの消失・意識混濁
徐脈・運動機能低下

意識消失・呼吸抑制
心室細動・死亡
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今回のテーマは 「 低体温症 」
（警防部警防課）

 低体温症を知る

 ドライスーツの正しい使用方法を知る

「平成20年、真冬の水難救助事案。救助隊の現場到着時、要救助者が川の岸壁につかまっている状況。」過
去
の
事
例
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〔着装１〕
片足ずつ入れ、ブーツに
つま先と踵がフィットし
たことを確認。

〔着装２〕
リストシールは、片方の
指先で丁寧に袖口を広
げゆっくり通す。

〔着装３〕
ネックシールは両手で
広げ頭をゆっくり通す。
端を内側へ折り込み、
浸水を防ぐ。

〔着装４〕
防水ファスナーを閉め
る。隙間が浸水の原因と
なるため、ダブルチェッ
クを怠らないこと。

〔着装５〕
着装完了後、両手でネッ
クシールを広げ、屈伸の
姿勢でスーツ内の空気を
抜く。

低度低体温症
（深部体温35℃～32℃）

中度低体温症
（深部体温32℃～28℃）

高度低体温症
（深部体温28℃未満）

▶

▶



感震ブレーカー※ の設置

ソ
ナ
エ

の
教
室

みんなで学ぼう

今回は…

へのソナエです

・・・

自らの命、大切な人の
命を守るために、日頃から
準備しておきましょう。

薬など、避難生活に必要なものを
準備し、持ち出し品をリュックなど
にまとめておく。

非常持ち
出し品の
準備

非常備蓄品
の準備

避難場所・
経路の
確認

家具の固定
防災訓練
への参加

国や自治体の支援なしに最低３日
間は家族が生活できる、非常食品
や生活用品等を準備しておく。

自宅の被害が大きく指定避難所
へ避難する時のために、最寄りの
指定避難所とそこまでの経路をあ
らかじめ確認しておく。

大きな地震のあとは、電気が原因の火災が多く発生しています。
不在時やブレーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する
有効な手段です。

※ 感震ブレーカー
　地震発生時、設定値以上の揺れを感知すると電気を自動的に止める器具。

震度５以上で家具が転倒するとい
われているので、大きな家具は
しっかりと固定し、寝室では配置
にも注意する。

お住まいの地域で実施される防
災訓練に参加すると、災害発生時
の行動を具体的に確認でき、いざ
という時に役立つ。

分電盤タイプ

コンセント
タイプ

感震センサー

簡易タイプ

防災訓練

 

空
基 地

航 空
隊施設課

防災基盤整備
担当

point

現庁舎

令和７年12月より２期工事に着手します！

完成予想図（令和9年3月予定）

　 1期棟（事務所棟）完成（令和７年7月1日時点）

現庁舎（空港道路側より撮影）

1期棟（滑走路側より撮影）

２期棟 1期棟1期棟
建設

民
間
格
納
庫
へ
移
動

工
事
中

２年後の「完成編」をお楽しみに!!



2階寝室 2階リビング

１階和室 １階キッチン
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建物内部

2階寝室

建物内部

2階リビング

１階キッチン１階和室



消防本部の組織や業務内容
についても学びました

大阪市消防局堺市消防局
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特定行為資器材について
説明を受けています。

傷病者搬送訓練実施中！
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大阪府内21消防局（本部、組合）のみなさま　
118回初任教育生262名が大変お世話になりました。　

めっちゃ
きついわー！

豊中市消防局 吹田市消防本部 泉大津市消防本部

高槻市消防本部 守口市門真市消防組合 枚方寝屋川消防組合

茨木市消防本部 泉州南広域消防本部大阪南消防局

八尾市消防本部 東大阪市消防局
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患者監視装置
取扱訓練実施中！

丁寧かつ安全に！
「１・２・３」

立入検査を実施しています。
消防用設備点検中！

患者監視装置について
取扱説明を受けています。

ロープ結索訓練実施中！ 通信指令研修受講中！

空気呼吸器点検実施中！ 三連はしご伸てい！ 消防長からの
お話を聴講しています。

空気呼吸器について
真剣に話を聞いています！

初めての
ストレッチャー訓練！



　当消防本部では、築５０年以上が経過し老朽化
が著しい広瀬・機動分団詰所の建替工事を実施
いたしました。島本町消防団は９つの分団で組織
されており、広瀬・機動分団詰所は広瀬分団と機
動分団の２つの分団からなる島本町で最も大きな
詰所になります。
　建替えに際しまして、災害時の活動拠点として
消防団員の安全確保や消防団車両と資機材を収
容する必要がありました。このことから、建築様
式は強度面や耐久性及び耐震性にも優れている
鉄骨造、建物の外観は住環境に調和したデザイン
を採用することにより、近隣の皆様に親しみを感
じていただくことを意識しました。
 また、女性消防団員の加入促進及び活躍の場を
広げるための整備といたしまして、女性専用のト
イレ、更衣室、男女別に区分できる居室空間の確
保を取り入れました。

　八尾市消防本部では、各種消防行事や公共の
場を活用し、救急車の適正利用に関する広報の一
環として、救急安心センターおおさか「♯7119」の
利用促進に取り組んでいます。
　この度、大阪東部ヤクルト販売株式会社様のご
協力により、救急安心センターおおさか「♯
7119」を広報するラミネートを、「ヤクルトレ
ディ」の皆様が使用される自転車の前かごに、掲
示していただくこととなりました。日頃から地域に
密着した活動を行う方々のご協力で、この救急医
療相談窓口が市民の皆様に広く認知されることを
期待しております。そして今回の連携協力によっ
て、救急安心センターおおさか「♯7119」の利用
を促し、救急車の適正利用につなげてまいりま
す。

島本町消防本部八尾市消防本部
救急安心センターおおさか「＃7119」
普及啓発広報の協力について

消防分団詰所建替えについて

　泉大津市消防本部では、緊急消防援助隊の登
録車両である高規格救急自動車を更新し、本年４
月より運用を開始しました。
　当市は、古くから小津（オヅ）の地名で市民の皆
様に親しまれていることから、この救急車の側面
ボディに、小津（オヅ）を表現した「ＯＺ」の文字
を、市のイメージカラーのオヅブルー（一般名称：
ターコイズブルー）でデザインしました。
　このターコイズブルーは、心理的に安心感や癒
しを与えるカラーとも言われており、救急車を利
用される方や被災地の方々、また、多忙を極める
救急隊員の心を少しでも癒すことができればとい
う想いが込められています。
　近年、全国的に救急出場件数が増加傾向であ
り、当市でも昨年は過去最高の出場件数を記録し
ました。今後も救急需要は高まるものと予想され
る中、この「ＯＺ」救急車を有効に活用し、市民の
安全安心を守るため、市民に寄り添う気持ちを大
切に職員一丸となって職務に精励する所存です。

　和泉市消防本部では、聴覚障がい者が自信を
持って心肺蘇生法を行える環境づくりを推進する
ため、令和６年より聴覚障がい者を対象とした救
命講習会を開催し、令和７年７月に２回目を開催
しました。
　バイスタンダーカードは、自身が聴覚障がい者
であることを周囲へ伝えた上で行う、心肺蘇生法
のフロー及びAEDマップのQRコードを表記した
４枚のカードと「笛」をリングでまとめたもので
す。笛は発語が困難である聴覚障がい者が周囲に
助けを求められるように、との意図があります。
　救命講習中、ある聴覚障がい者の一言に衝撃
を受けました。
「こんな私でも人を助けていいのですか」
　我々消防機関は聴覚障がい者がバイスタンダー
となった際、安心して心肺蘇生法を実施出来る環
境づくりを行う必要があると強く感じました。今後
も聴覚障がい者向け救命講習の開催や当カード
の普及啓発活動を行い、全ての市民が障がいの有
無によって分け隔てられることのない社会づくり
を目指し取り組んでいきます。

泉大津市消防本部和泉市消防本部
聴覚障がい者のコミュニケーション
ツール「バイスタンダーカード」を作成

泉大津「ＯＺ」救急車運用開始!!
（緊急消防援助隊登録車両）
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